
酸化ストレスなどのストレスが体にかかってくると、生体の抗酸化能力は著しく影響を受
け低下してくる。私達はこのような抗酸化能の体内動態を実験室でのレベル（in vitro系）や、
実験動物・人を対象とするレベル（in vivo系）において定量的に評価する計測システムの
構築を進めている。このシステムを利用すると、健康食品などの抗酸化特性を迅速に数値
として定量評価することが可能であり、また、画像として視覚化することも可能です。

研究シーズもしくは地域連携シーズ名： 食品や体の抗酸化能の評価システムの開発
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私達が提案する新たな評価方法の特色

１．従来法との違い

２．ヒトの皮膚表面での測定も可能

３．従来法との違い

ヒトにも安全なL-バンド帯のESR装置とサーフェス
コイルを用い、ヒトの皮膚での抗酸化能の評価が
可能です。体内レドックス状態を測定し、酸化スト
レスの度合いを総合評価することが可能。

皮膚炎モデルマウスを用い、炎症部位で
の活性酸素の発生を画像として視覚化
することが可能です。

ESRイメージングに
よる、活性酸素生成
部位の画像


